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1. はじめに 

教師の大量退職に伴う採用の増加により，教師の年齢

構造に大幅な変化が見られている．多くの自治体で，若

手教師の割合が大幅に増加し，その育成が大きな課題と

なっている．この現象は，都市部を中心に始まり，現在

では日本全国に広がっている．近年において，都市部で

は，学校を支えていた多くのベテラン世代の退職が終わ

り，大量採用された教師がミドル層となり，新たな局面

を迎えている．学校組織にベテラン層が非常に少なくな

ったことで，キャリアの早回しが起こっており（脇本・

町支2015），ミドル期の教師が組織の核として振る舞う

ことが期待されている． 
ミドルには，学校組織に対して職能を越えた機能も期

待されており，フォーマルな場面のみならず，インフォ

ーマルな場面においても，校内において人材育成などの

役割が期待されている（小島 2012）． 
 

2. ミドル期の教師 

ミドル期の教師には，今後，教師として様々な熟達の

方向性があると考えられる．例えば，生涯現役教師を掲

げ，得意とする教科の専門性を伸ばし，様々な教育実践

を創造していくことが考えられる．また，後輩教師の育

成に力をいれて取り組む事も考えられる．他にも，管理

職として学校のマネジメントに取り組むこともあれば，

指導主事として教育委員会で地域の教育に貢献していく

方向性も考えられる．重要なことは，それぞれの教師が，

これまでの教師としてのキャリアを振り返り，今後の方

向性を自身で決め，主体的に学び，組織の中核としてそ

れぞれの立場で貢献できるようになることである． 
ミドル期の教師には，これからのキャリアを考えられ

るような支援が求められる．Huberman（1992）は，ミ

ドル期は，再吟味・再評価の段階であり，自己のこれま

でについて疑いを持つ段階であることを指摘している．

また，高井良（1994）は，ミドル期は，教職への社会化

が成功することにより，教師像が固定・硬直化すること

を指摘している．初任から経験を積み，成長を続けてき

た中で，ミドル期はその問い直しの時期であると考えら

れる．さらに，一般教諭から主任職へ就くなど役割が変

容することも多いミドル期は，ジレンマを感じることも

ある．このようなミドル期の状況を踏まえ，熊谷（2012a）
は，この時期においては，自らのキャリアについて自覚

的に考えることの重要性を指摘している． 
このようなミドル期の教師のキャリアに着目して，そ

の支援を考えた研究は，例えば，熊谷（2012b）があるも

のの，その数は少ない．ミドル期の成長に関する研究に

ついては，例えば時任・寺嶋（2018）において，リーダ

ー経験が重要であるという指摘など，その職務に着目し

たものが多い． 
また，行政が実施している研修においても，ミドル期

の研修は，初任者や他の段階の教師を対象とした研修と

比べると，中堅教諭等資質向上研修以降少ない傾向にあ

る．特に悉皆研修の場合，ほとんど機会がなく，あると

するならば，主幹教諭を対象にしたものなど（例えば，

大林・佐古（2017）がある），職階に応じた研修がほと

んどである． 
具体例として，例えば，横浜市では，ミドル期からベ

テラン期に差し掛かる教師は，第３ステージと呼ばれて

いる．第３ステージの教師は，豊富な経験を生かし，広

い視野で組織的な運営を行う教師と定義されており，管

理職や主幹教諭と連携して学校のマネジメントに携わっ

ていくことが求められている．上述したように，横浜市

においても，主幹教諭などの職位がついた教師には悉皆

研修が実施されているものの，第３ステージの教師に対

しては，選択式のものが一部に用意されているのみにと

どまっている（横浜市教育委員会 2017）． 
他にも，教職大学院の学びがある．ミドル期の教師に
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とって，教職大学院における学びは有効なものであると

考えられる（小島 2012）．しかし，教職大学院の定員を

考慮すると，現状において，多くのミドルが一度に学ぶ

ことは困難である． 
採用された教師が，今現在も含め，今後大量にミドル

期を迎えることを考えると，キャリアに関する研修を開

発していくことは喫緊の課題である．そこで本研究では，

ミドル期の教師を対象としたキャリアに関する研修の開

発を行う． 
 
3. 開発 

 研修は，教職キャリア講座と名付け，横浜市教育委員

会と共同開発した．対象は，横浜市の第３ステージに該

当する教師である．第３ステージの教員が，自己分析を

行ったり，先輩教師の話を聴いたりする様々な活動をす

ることで，キャリアの強みを認識し，キャリアデザイン

が設計できるようになったり，教師としてのモチベーシ

ョンを高めたりして，ミドルリーダーとして成長できる

研修の開発を試みた． 

3.1 研修の設計 

 研修は，２つの理論を参考に設計をした．１つめは，

キャリア・アンカー（シャイン 2003）である．キャリ

ア・アンカーとは，キャリア形成に関する概念である．

アンカーは文字通り船の錨を表しており，キャリアを続

けていく上で，個人がよりどころにしているものを錨に

見立て，それをキャリア・アンカーと名付けた．キャリ

ア・アンカーはビジネスパーソンなど，様々な職業に向

けたものであり，教師に特化したものではない．しか

し，教師の文脈においても，これまで熊谷（2012b）が

キャリア・アンカーをもとに教師のキャリアについて論

じている． 
２つめは，経験学習理論（Kolb 1998）である．自身

のキャリア・アンカーを見つけるために，様々なツール

を用いて，自身の経験を振り返り，その過程で自身の強

みや教師としての価値観を明らかにできるようにしてい

る．また，先輩教師の経験談や教育の最新事情の講義を

聞くことにより，持論を持ち，自身の今後のキャリアに

ついて設計を行えるようにしている． 

 
図２ 研修の日程 

 
 

6⽉27⽇ これまでのキャリアの振り返り(場所：301,302 )
活動(14:00〜)：これまでのキャリアを振り返る ーブロックとレーダーチャートによる振り返り−
講演(15:00〜)：教員のキャリアを考える（京都橘⼤学 池⽥修先⽣の講演）

7⽉19⽇ 先輩教員の経験談を聞く①マネジメント⼒、連携・協働⼒( 場所：305 )
テーマ：学校教育⽬標実現のための連携・協働⼒、マネジメント⼒を考える

8⽉29⽇ 先輩教員の経験談を聞く②児童⽣徒指導(場所：305 )
テーマ：多様性を前提に、チーム学校で取り組む児童⽣徒指導を考える
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9⽉12⽇ ケースメソッド 「①マネジメント⼒、連携・協働⼒」(場所：301 ) 「②児童⽣徒指導」(場所：302 )

10⽉11⽇ 先輩教員の経験談を聞く③授業⼒(場所：305 )
テーマ：主体的・対話的で深い学びを実現する授業⼒向上を考える

11⽉21⽇ 先輩教員の経験談を聞く④インクルーシブ教育(場所：305 )
テーマ：様々な⽀援ニーズをもつ⼦どもたちがいる学級・学校でのインクルーシブ教育の取り組みを考える

12⽉17⽇ ケースメソッド 「③授業⼒」 (場所：303 ) 「④インクルーシブ教育」 (場所：305 )

1⽉24⽇（15:00〜）⾃⼰分析・キャリアプランの作成・発表(場所：305 )
2⽉20⽇（15:00〜）⾃校の分析・キャリアプランの作成・発表(場所：301,302 )
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図１ 研修の概要 

キャリアの
振り返り

キャリア
プラン⽴案

実践⼒を
養う

キャリアを
考える

先輩教師の経験談

ケースメソッド

活動：これまでのキャリアを振り返る
ーブロックとレーダーチャート

による振り返り−

講演：教員のキャリアを考える
（京都橘⼤学 池⽥修先⽣の講演）

⾃⼰・⾃校の分析
キャリアプランの作成・発表

様々なテーマでキャリアを考える
授業⼒
児童⽣徒指導
インクルーシブ教育
マネジメント、連携・協働⼒



ミドル期の教師を対象とした教職キャリア講座の開発と評価 

  教育デザイン研究 第 13 巻（2022 年 1 月）162 

3.2 研修の流れ 

研修の内容と流れの概要は図１の通りである．研修は

年間を通して複数回実施される．図２は研修のスケジュ

ールである．研修のスタートには，キャリアの振り返り

を行い，自身のキャリア・アンカーについて考える活動

を行う．その後は，様々なテーマで，先輩教師の経験談

やそれらに関する理論について学び，ケースメソッドを

通して実際に学校現場でどのように活用していくのか考

えることで，自身のキャリアとの関連を明確にしてい

く．後半には，キャリアプランを立案する．それぞれに

ついて以下に詳細を記す． 

キャリアの振り返りは，自己分析（ブロックとレーダ

ーチャートを用いた活動）と，先輩教師によるキャリア

に関する講演で構成されている． 

自己分析について，図３はブロックを用いた振り返り

である．ブロックを用いた振り返りは，構築主義をもと

に設計されており，ブロックを用いて，これまでのキャ

リアの中で活躍できた場面を表現，共有し，対話するこ

とで，キャリアを振り返っている．レーダーチャートに

よる自己分析は，横浜市の教員育成指標である人材育成

指標をもとにしたレーダーチャート（図４）で自己診断

を行い，自身の強みと課題を把握する．このように自己

分析と他者との対話をあわせることにより，キャリアア

ンカーを発見する． 

先輩教師によるキャリアに関する講演では，教師のキ

ャリアとは何か，講師の経験談を聞きながら，キャリア

について考えることとは一体どういうことなのか学ぶ内

容になっている． 

次が先輩教師の経験談とケースメソッドの回である．

先輩教師の経験談の回を，教職キャリア開発講座と，ケ

ースメソッドの回を教職キャリア実践講座と名付け，実

施をしている．それぞれについて説明をする． 

教職キャリア開発講座では，育成指標の各項目（「児

童生徒指導」，「インクルーシブ教育」，「授業力」，

「マネジメント力」，「連携・協働力」）について，最

新事情に関する講義を受講し，その後，校内においてリ

ーダーとして活躍している（していた）先輩教員を招

き，これまでのキャリアと現在の仕事の有り様，今後の

展望について語ってもらった．これらをもとに，自身は

今後どのように学校の運営に貢献できるのか，また，そ

れに向けて何を学ぶべきなのか，第３ステージの教師と

してのあり方や，キャリアプランを考えられるようにし

 
図３ ブロックによる振り返り 

 

 
図４ レーダーチャート 

 

 
図５ 教職キャリア開発講座の様子 

 

 
図６ 教職キャリア実践講座の様子 
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た．図５は教職キャリア開発講座において先輩教師がキ

ャリアについて語っている様子を示している． 

教職キャリア実践講座では，育成指標の各項目（「児

童生徒指導」，「インクルーシブ教育」，「授業力」，

「マネジメント力」，「連携・協働力」）について，実

践力を高めることを目指した．育成指標の各項目につい

て，ケースメソッドを行うことで，学校現場においてミ

ドルリーダーとして実際にどのように取り組めばよいの

か考え，さらに自身のキャリアプランを踏まえて自校で

何ができるのか考えていくという構成になっている．図

６は教職キャリア開発講座において，グループの対話内

容を共有している場面である．グループでケースについ

て議論し，解決方法について考えている．なお，当日の

時間を有効に活用するために，ケースメソッドそのもの

や，その方法については，事前にe-learning教材を視

聴することで学べるようにした（図７）． 

なお，教職キャリア開発講座と教職キャリア実践講座

は，育成指標の項目ごとにセットになっている．各講座

の詳しい内容は，横浜国立大学教職大学院・横浜市教育

委員会（2020）において報告されている．また，講座

の映像は撮影し，当日参加出来ない場合は，e-learning
でも受講できるようになっている（映像の視聴のみ）． 
最後は，キャリアプランの作成である．キャリアプラ

ンの作成のため，２回の研修（自己と学校の分析）を実

施した．自己分析については，前半の活動と同様に，ブ

ロックとレーダーチャートの活動である．レーダチャー

トを用いて再び自己分析を行い，さらに，ブロックを用

いて10年後の姿を表現することで，自身のキャリアを

考え，キャリアプランとして今後のアクションプランを

作成した．学校の分析は，SWOT分析による自校の分

析である．SWOT分析により自校の分析を行い，それ

ぞれの分析結果に自身がどのように関われるのか考える

（図８）．以上の活動を通して，自身のキャリアプラン

を設計，発表する活動を行った． 
3.3 受講者 

 横浜市の公立学校に所属する第３ステージに該当する

教員（教諭，主幹教諭），横浜国立大学の教職大学院の

現職院生（第３ステージに該当する院生）が参加した．

参加人数は，各回変動があるものの，キャリアプラン立

案の回を除いて約30〜40名程度である． 
 

4. 評価 

 研修の評価を行うために，研修後に質問紙調査を実施

した．各回の終了後に，質問紙記入の時間を設け，その

場で提出するようにした（e-learningの視聴に関しては，

参加者同士の対話がないなど，対面と研修の内容や条件

が異なるため，質問紙調査は行っていない）．質問紙は，

小清水（2014；2016）や平野ら（2017）で実施されてい

るカーク・パトリック式の質問紙調査を参考に作成した．

カーク・パトリック式においては，レベル 1：反応レベ

ル，レベル2：学習レベル，レベル3：行動変容レベル，

レベル4：結果レベルの4 段階で研修の効果について測

定を行う．本研究では，研修直後の質問紙調査のため，

レベル1：反応レベル，レベル2：学習レベルについて調

査を行う．4 件法の質問項目（あてはまるが４，ややあ

てはまるが３，あまりあてはまらないが２，あてはまら

ないが１となっている）および自由記述により取得した．  
レベル１については，研修の参加に関する項目として， 
「研修に参加してよかった」，「積極的に参加できた」，

「他の参加者と一体になって活動できた」をすべての回

で質問した．また，研修の有効性に関する項目として，

キャリアの振り返りでは，「ブロックの活動はこれから

のキャリアを考える上で有効だった」，「レーダーチャ

ートはこれからのキャリアを考える上で有効だった」，

「講演会はこれからのキャリアを考える上で有効であっ

た」を，教職キャリア開発講座では「最新事情はこれか

 
図７ ケースメソッドに関するe-learning教材 

 

 
図８ SWOT分析の様子 
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らのキャリアを考える上で有効であった」，「先輩の体

験談はこれからのキャリアを考える上で有効だった」を，

教職キャリア実践講座では，「ケースメソッドはこれか

らのキャリアを考える上で有効だった」を，キャリアプ

ラン立案では「ブロックの活動はこれからのキャリアを

考える上で有効だった」，「レーダーチャートはこれか

らのキャリアを考える上で有効だった」，「アクション

プランはこれからのキャリアを考える上で有効だった」

「SWOT分析はこれからのキャリアを考える上で有効だ

った」を質問した． 

表１ キャリアの振り返り：レベル１ 

 

 
図９ キャリアの振り返り：レベル１ 

 

表２ キャリアの振り返り：レベル２ 

 

 

図10 キャリアの振り返り：レベル２ 

 

 

 

 
 

平均値 標準偏差

積極的に参加できた 3.65 0.54
他の参加者と一体になって活動できた 3.59 0.50
研修に参加してよかった 3.76 0.44
ブロックの活動はこれからのキャリアを考える上で有効だった 3.36 0.68
レーダーチャートはこれからのキャリアを考える上で有効だった 3.30 0.72
講演会はこれからのキャリアを考える上で有効だった 3.78 0.42
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表３ 教職キャリア開発講座・教職キャリア実践講座 

レベル１ 

 

レベル２ 

 

 

 

 
 

平均値 標準偏差

積極的に参加できた 3.48 0.665
他の参加者と一体になって活動できた 2.73 0.767
研修に参加してよかった 3.61 0.583
最新事情はこれからのキャリアを考える上で有

効だった
3.43 0.728

先輩の体験談はこれからのキャリアを考える上

で有効だった
3.61 0.656

積極的に参加できた 3.6 0.538
他の参加者と一体になって活動できた 3.45 0.653
研修に参加してよかった 3.6 0.538
最新事情はこれからのキャリアを考える上で有

効だった
3.57 0.583

先輩の体験談はこれからのキャリアを考える上

で有効だった
3.62 0.576

積極的に参加できた 3.69 0.471
他の参加者と一体になって活動できた 3.79 0.412
研修に参加してよかった 3.72 0.455
ケースメソッドはこれからのキャリアを考える

上で有効だった
3.48 0.509

積極的に参加できた 3.44 0.619
他の参加者と一体になって活動できた 3.16 0.628
研修に参加してよかった 3.53 0.567
最新事情はこれからのキャリアを考える上で有

効だった
3.35 0.608

先輩の体験談はこれからのキャリアを考える上

で有効だった
3.62 0.492

積極的に参加できた 3.31 0.693
他の参加者と一体になって活動できた 3.13 0.66
研修に参加してよかった 3.25 0.842
最新事情はこれからのキャリアを考える上で有

効だった
3.09 0.777

先輩の体験談はこれからのキャリアを考える上

で有効だった
3.28 0.729

積極的に参加できた 3.62 0.561
他の参加者と一体になって活動できた 3.72 0.455
研修に参加してよかった 3.45 0.632
ケースメソッドはこれからのキャリアを考える

上で有効だった
3.28 0.702

先輩教員の経験談①

マネジメント力、連

携・協働力

先輩教員の経験談②

児童生徒指導

ケースメソッド「マ

ネジメント力、連

携・協働力」「児童

生徒指導」

先輩教員の経験談③

授業力

先輩教員の経験談④

インクルーシブ教育

ケースメソッド「授

業力」「インクルー

シブ教育」

平均値 標準偏差

これからのキャリアに対して自らの考え方に自

信がもてた
2.87 0.869

キャリア設計に対して魅力を感じた 2.96 0.878
キャリア設計に対して新たな視点が得られた 3.35 0.714
キャリア設計の必要性を理解した 3.35 0.775
自身のキャリアについて考えられるようになっ

た
3.17 0.887

これからのキャリアに対して自らの考え方に自

信がもてた
3.17 0.57

キャリア設計に対して魅力を感じた 3.22 0.629
キャリア設計に対して新たな視点が得られた 3.28 0.584
キャリア設計の必要性を理解した 3.35 0.566
自身のキャリアについて考えられるようになっ

た
3.2 0.582

これからのキャリアに対して自らの考え方に自

信がもてた
3.21 0.62

キャリア設計に対して魅力を感じた 3.21 0.62
キャリア設計に対して新たな視点が得られた 3.34 0.614
キャリア設計の必要性を理解した 3.41 0.568
自身のキャリアについて考えられるようになっ

た
3.17 0.539

これからのキャリアに対して自らの考え方に自

信がもてた
3.09 0.588

キャリア設計に対して魅力を感じた 3.16 0.638
キャリア設計に対して新たな視点が得られた 3.29 0.588
キャリア設計の必要性を理解した 3.41 0.56
自身のキャリアについて考えられるようになっ

た
3.31 0.535

これからのキャリアに対して自らの考え方に自

信がもてた
2.97 0.74

キャリア設計に対して魅力を感じた 2.78 0.706
キャリア設計に対して新たな視点が得られた 2.94 0.84
キャリア設計の必要性を理解した 3.13 0.833
自身のキャリアについて考えられるようになっ

た
3.06 0.629

これからのキャリアに対して自らの考え方に自

信がもてた
3.03 0.566

キャリア設計に対して魅力を感じた 2.9 0.724
キャリア設計に対して新たな視点が得られた 3.03 0.731
キャリア設計の必要性を理解した 3 0.598
自身のキャリアについて考えられるようになっ

た
3.03 0.731

先輩教員の経験談①

マネジメント力、連

携・協働力

先輩教員の経験談②

児童生徒指導

ケースメソッド「マ

ネジメント力、連

携・協働力」「児童

生徒指導」

先輩教員の経験談③

授業力

ケースメソッド「授

業力」「インクルー

シブ教育」

先輩教員の経験談④

インクルーシブ教育



ミドル期の教師を対象とした教職キャリア講座の開発と評価 

  教育デザイン研究 第 13 巻（2022 年 1 月）165 

レベル２については，「これからのキャリアに対して

自らの考え方に自信がもてた」，「キャリア設計に対し

て魅力を感じた」，「キャリア設計に対して新たな視点

が得られた」，「キャリア設計の必要性を理解した」，

「自身のキャリアについて考えられるようになった」を

質問した． 
自由記述は，「研修で学んだことを記述してください」，

「今回の研修でご自身の今後のキャリアについて考えた

ことを記述してください」と質問した． 
 今回の論文では，レベル1：反応レベル，レベル2：学
習レベルに関する４件法の質問項目と自由記述「今回の

研修でご自身の今後のキャリアについて考えたことを記

述してください」に関する分析を行った． 

5. 結果 

 結果について，レベル１：反応レベル，レベル２：学

習レベルの４件法の質問項目の分析，そして自由記述の

分析の順で報告を行う． 
5.1 レベル１，レベル２の分析 

レベル１：反応レベル，レベル２：学習レベルの４件

法の質問項目について，キャリアの振り返り，教職キャ

リア開発講座・教職キャリア実践講座，キャリアプラン

立案の順に報告をする． 
5.1.1 キャリアの振り返り 

キャリアの振り返りについて，レベル１，レベル２の

順でそれぞれ確認していく．質問紙の有効回答数は37で

あった．レベル１の結果は表１，図９の通りである．レ

 
図11  教職キャリア開発講座・教職キャリア実践講座：レベル１ 

 

図12  教職キャリア開発講座・教職キャリア実践講座：レベル２ 
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ベル２の結果は表２，図10の通りである． 
レベル１に関して，参加者の多くは他の参加者と活動

に取り組む事ができ，満足している様子が結果よりうか

がえる．有効性についても，ブロック，レーダーチャー

ト，講演会，共に肯定的な評価を得ていると考えられる．

特に，講演会が有効であると考えられる． 
レベル２に関して，参加者にとって，キャリアの振り

返り活動が，キャリア設計について考え，必要性を感じ

るきっかけになったと推測できる．「これからのキャリ

アに対して自らの考え方に自信がもてた」という項目が

相対的に低いのは，この回の活動は，プランの計画等を

実際に立てているわけではないので，やむを得ないと考 
えられる． 
5.1.2 教職キャリア開発講座・教職キャリア実践講座 

教職キャリア開発講座・教職キャリア実践講座につい

て，レベル１，レベル２の順でそれぞれ確認していく．

有効回答数は先輩教員の経験①が23，②が47，③が32，
④が32，ケースメソッドは前後半ともに29であった．

結果は表３，図11，図12の通りである． 
レベル１に関して，キャリアの振り返りと同様に，多

表４ キャリアプラン立案 

レベル１               レベル２ 

 
 

 
図13 キャリアプラン立案：レベル１ 

 

 

図14 キャリアプラン立案：レベル２ 

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

積極的に参加できた 3.63 0.518 これからのキャリアに対して自らの考え方に自

信がもてた
3.13 0.641

他の参加者と一体になって活動できた 3.63 0.518 キャリア設計に対して魅力を感じた 3.13 0.641
研修に参加してよかった 3.87 0.354 キャリア設計に対して新たな視点が得られた 3 0.535
ブロックの活動はこれからのキャリアを考える

上で有効だった
3.25 0.463 キャリア設計の必要性を理解した 3 0.535

レーダーチャートの活動はこれからのキャリア

を考える上で有効だった
3 0.535 自身のキャリアについて考えられるようになっ

た
3.38 0.518

アクションプランの作成はこれからのキャリア

を考える上で有効だった
3.25 0.463 これからのキャリアに対して自らの考え方に自

信がもてた
3.56 0.527

積極的に参加できた 3.78 0.441 キャリア設計に対して魅力を感じた 3.56 0.527
他の参加者と一体になって活動できた 3.89 0.333 キャリア設計に対して新たな視点が得られた 3.78 0.441
研修に参加してよかった 3.78 0.441 キャリア設計の必要性を理解した 3.67 0.5
レーダーチャートの活動はこれからのキャリア

を考える上で有効だった
3.78 0.441 自身のキャリアについて考えられるようになっ

た
3.89 0.333
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くの参加者が満足していることがうかがえる．ケースメ

ソッドについては，参加者同士で対話を重ねながら課題

の解決を考えていくため，「他の参加者と一体になって

活動ができた」という項目の値が相対的に高い傾向にあ

ると考えられる．一方で，「先輩教師の経験談①マネジ

メント力，連携・協働力」の値が低いのは，構成の関係

で，参加者が対話する時間が少なかったからだと考えら

れる． 
レベル２に関して，ケースメソッドは経験談と比較し

て様々な値が低い状況にある．元々実践を重視しており，

キャリアについて直接的に扱うことが少ないため，この

ような結果になったと考えられる．また，回にはよるも

のの，先輩教師の経験談，ケースメソッド共に，キャリ

アを考えることに魅力を感じたり，自信をもったりとい

うことは相対的に値が低い傾向にある．つまり，これら

の内容が，キャリアを考えるきっかけにはなったように

推測できるが，キャリアを考えることに魅力を感じ，考

え方に自信が持てるというところまでにはなっていない

と考えられる．上記課題に取り組むには，経験談を語る

形式を変更したり（より先輩教師と直接的に話せるよう

な構成にする），経験談を聞いた後に，参加者がお互い

のキャリアについて共有する時間をより充実し，相互ア

ドバイスできるような活動を入れたりすることなどが考

えられる． 
5.1.3 キャリアプラン立案 

キャリアプラン立案について，レベル1，レベル2 の

順でそれぞれ確認していく．結果は表４，図13，図14の

通りである．キャリアプラン立案の２回については，日

程の関係で参加者が少なく，質問紙の有効回答数が8，9
となっている． 
 レベル１に関して，参加者の多くは研修に満足してい

ることが推測できる．それぞれの活動についても，概ね

高い値を示しているが，レーダーチャートの活動のみ値

が３を示しており，相対的には低い状況である．レーダ

チャートの活動は，スタートのキャリアの振り返りと同

じ活動であったため，スタート時と変化が感じられない

参加者にとっては意義が感じにくかった可能性も考えら

れる． 
 レベル２に関して，後半の自校の分析のほうが相対的

に高い値を示している．自校の分析を行う事で，自身の

キャリアプランを考えやすくなる可能性があると考えら

れる．もしくは，前回の自己分析の後に，自校の分析を

することで，キャリアプランをより明確に考えられるよ

うになったということも考えられる．今後の検証が求め

られる． 
5.2 自由記述に関する分析 

 参加者が講座に参加したことでキャリアについて何を

考えたのか明らかにするために，自由記述「今回の研修

でご自身の今後のキャリアについて考えたことを記述し

てください」について，分析を行った．具体的には，書

かれた内容が時系列でどのように変化したのか明らかに

するために，カテゴリ分析を行った．カテゴリは，ボト

ムアップ式に作成をした．分析の単位は回答者である．

1 人の記述が複数のカテゴリに当てはまる場合，その複

数のカテゴリを付与した． 
 記述は，「キャリアに対する意識の向上」「今後のキ

ャリアの見通し」「キャリアステージの自覚化」「学

び・成長に対する意識の向上」「仕事に対する意識の向

上」「その他」に分類された．「キャリアに対する意識

の向上」は，参加者のキャリアに対する意識の高まりに

関するものである．キャリアの重要性やキャリアについ

て考えることに関する記述などが含まれている．「今後

のキャリアの見通し」は，参加者の今後のキャリアプラ

ンに関するものである．教師としての将来像に関する記

述などが含まれている．「学び・成長に対する意識の向

上」は，自身の学びや成長の意識に関するものである．

今後より学びを広げる，もしくは深めていきたいといっ

た記述や，成長していきたいという記述などが含まれて

いる．「キャリアステージの自覚」は，自身のキャリア

ステージに応じた役割に関するものである．自身が校内

においてすべきことの気づきに関する記述などが含まれ

ている．「仕事に対する意識の向上」については，講座

で学んだ内容について実践を実際に取り組みたいといっ

た意欲に関するものである．「その他」は，講座に関す

る感想など，上記カテゴリに分類できないものがすべて

こちらに含まれている． 
 結果は，図15のとおりである．上段では，それぞれの

回でどの程度記述があったのかカテゴリの数を示してい

る．下段では，それぞれの回での参加者の人数が異なる

ことを考慮して，カテゴリの割合を示した． 
図15を確認すると，キャリアの振り返りや経験談，ケ

ースメソッドなどの講座の内容によって，記述に大きな

偏りがあるとは考えにくい状況である．しかし，細かく

見ていくと，いくつかの特徴も見て取れる．量的分析に
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おいて，ケースメソッドにおけるキャリアに関する項目

は低い値であったが，自由記述についても同様の傾向が

見て取れる．その代わり，仕事に関する意欲については

3 割以上の言及があり，扱ったテーマに関して実際に取

り組もうと意欲が高まっている参加者が一定数いること

がうかがえる． 
他には，キャリアステージの自覚化に関する記述につ

いて，経験談やケースメソッドの割合は相対的に高い傾

向にある．先輩教師の経験では先輩教師の学校での姿と，

ケースメソッドではケースの登場人物の姿と，今の自身

の状況とを重ねることで，自身の立場で今何をすべきか

考えていることなどが推測できる．キャリア講座として

は，それだけにとどまらず，参加者がそこから未来を考

える仕掛けを用意することで，キャリアについてより具

体化できるようになると思われる． 
 
6. まとめと今後の課題 

 本研究では，ミドル期の教師を対象とした教職キャリ

ア講座の開発と評価を行った．教師の大量退職と採用が

起こり，都市部においては大量採用時代の教師がミドル

となり，組織の中核として活躍することが期待されてい

る．それぞれの教師が自身の強みを活かし，組織に貢献

 

 
図15 自由記述の結果(カテゴリの数と割合) 
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することが求められる．その実現のためには，それぞれ

の教師が，これまでの教師としてのキャリアを振り返り，

今後の方向性を自身で決め，主体的に学び，それぞれの

立場で貢献できるようにならなければならない．そこで，

本研究では，ミドル期の教師を対象に，自身のキャリア・

アンカーを認識し，様々な先輩教師の話を聞き，それら

をもとにキャリアデザインを設計できるような研修を開

発した． 
実践の結果，参加した教師は自身のキャリアを振り返

り，先輩教師の経験談を聞いたり，ケースメソッドに取

り組んだりすることで，自身のキャリアについて考える

きっかけになったと考えられる．一方で，キャリアを考

えることそのものに主体的に取り組み，自信をもてるよ

うになったかと言えば，課題が残っている．ミドル期の

教師が自信をもってキャリアを考え，進んで実行できる

ようになるためには，作成の支援だけでなく，例えば，

考えたプランや実行途中の様子を参加者で共有し，お互

いにコメントして，常に修正できるような場が必要であ

ると考えられる．また，先輩教師の経験談やケースメソ

ッドの回では，参加者が自身の今後について考えられる

ような仕掛けがあることで，キャリアについてより具体

化できるようになると考えられる． 
 

附   記 

本論文は，横浜国立大学教職大学・横浜市教育委員会

（2020）において報告された内容について，学術的な観

点から検討し，論文としてまとめたものである． 
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